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報告

専門日本語教育の内容と方法に対する

日本語教師と専門教師の認識差

―マ レー シアの理 系予備教育の担当者へのアンケー ト―

前田佳奈※

日本の大学に編入学するために行われている海外の理系予備教育機関における日本語教育について、

日本語教師と専門科 目担当教師にアンケー ト調査を行った。調査項 目は、大学の専門科目に対応する

ための日本語教育について1)そ の必要性 と内容、2)そ の方法、3)参 画することへの関心の3点

である。その結果、以下のことが明らかになった。①専門日本語教育の必要性は、日本語教師も専門

科 目担当教師も認識 してお り、その実施については積極的である。②両者 とも自分が専門日本語教育

を実施すべき主体であるという意識が低い。③専門領域での活動内容や、それを支える技能について

の理解が両者で異なっている。日本語教師は、言語技能向上に関心が集中しているが、専門科目担当

教師は、授業に参画する上で必要になる技能に関してより具体的なイメージを持っている。④専門目

本語教育の活動内容 ・方法に関して両者とも具体的なイメージを持たない。この状況を打開するため

には、教師が事前に、専門日本語教育に関する知識や技術を身につけておく必要がある。
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1.は じめ に

本報告は、海外 にお ける学部留学生のための理工系

予備教 育機関である 日本 ・マ レーシア高等教育大学連

合プログラム(Japanese Associate Degree Program以

下 「JAD」)に おける 日本語教育のよ りよい方法につい

ての示唆 を得 るために、教育 を担当す る 日本語教師 と

理工系専門科 目担 当教師(以 下 「専門教師」)に 対 し

てアンケー ト調査 を行 なった結果 を報告 し、それ に基

づ いて海外 での予備教 育における専門 日本語教育のあ

り方について考察す るものである。

JADと は、政府 によって選抜 されたマ レー系マ レーシ

ア人を対象 に、マ レーシア国内で3年 間の 日本語お よび

理工系科 目の教育 を行 い、 日本の大学の学部3年 次に編

入 させ るツイ ンニング ・プ ログラムである。JADで は、

拓殖大学が 日本語教育の、芝浦工業大学が理工系専門科

目の基幹校 となってお り、日本語教育の専門家及び理工

系専門科 目教員が派遣 されている。教師は、日本語教師

15名(日 本語母語話者14名 、非母語話者1名)、 専門教

※九州国際大学別科目本語非常勤講師

師9名(日 本語母語話者6名 、非母語話者3名)で 構成

されている(2007年3月 現在)マ レーシアにおける3

年間をディプロマコースと位置づけ、日本語教育を中

心とした予備教育と日本の大学のカリキュラムに基

づく工学系大学教育を行っている。1年 目は主に日本

語教育を中心とした授業が行われる。専門教育は、1

年次の前期は英語で行われるが、後期から徐々に日本

語による教育に切 り換えられる。このため、この時点

から学術活動に対応するための 日本語の必要性が増

す。筆者は、2005年5月 から2007年3月 までJADで の日

本語教育に携わった。

マレーシでの予備教育の目的は、日本の大学での専

門教育への参加が円滑に行われるように準備するこ

とにある。理系の場合、専門教育に用いられ る言語に

は、日常言語の知識で対処できない語彙や表現が多く

含まれているため、文系よりも専門日本語教育の必要

性が高い。3年 間で大学教育を受けるために十分な日

本語を海外において獲得しつつ、一方で日本人学生が

2年間に学ぶ専門の内容をも身に着けることは容易に



達成できるものではない。そのため教育担当者が共通

の目的認識を持ち、有機的に連携して教育を行 う必要

がある。 しかし、JADの教育を担当する日本語教師と

専門教師の教育 目的及びその内容についての理解は、

必ずしも一致 していないように思われる。

そこで本稿では、特に大学の専門科目に対応する

ための日本語教育の必要性 ・内容 ・教授方法につい

て両者がどのような理解を持っているかをアンケー

ト調査によって明らかにし、その結果について考察

する。

2.海 外 で の 予 備 教 育 に 関 す る研 究

マ レーシアにおける予備教育の研究については、小

川(1995)1)、 来嶋(1997)2)、 武井(2006)3)が あ

るが、現状や 目標な どを概観 し、報告す るに とどまる。

西谷(1995)4)は 、中国での予備教育 における 日本語

教師 と専門教師の連 携について言及 し、情報の共有化

や相互の授業見学 を通 して両者 の連携改善を行 った こ

とを報告 し、Mailing Listの 活用 による、派遣経験者

との情報交換 と情報の蓄積 な どの提言 を行 っている。

しか し、JADに は派遣以前に教育経験がほ とんどない

若い教師も少な くなく、西谷の提言 を実行す る体制 が

整っていない よ うに思われ る。本稿では、そのよ うな

教員団の中で専門 日本語教育の実施 に向けて何 をすべ

きか、何ができるかとい う観点か ら考察 したい。

3.調 査 の 方 法

調査 は2007年2月 中旬 に行い、JADプ ログラムに所

属す る教師24名(内 、 日本人教師20名 、マ レー人教

師4名)を 対象 とした。日本人教師18名 、マ レー人教

師1名 か ら回答 を得た(回 収率75.0%)。 アンケー ト

は、専門 日本語教育について基本的に肯定的な認識 を

持 っているか、 どの程度具体的な理解や見通 しを持っ

てい るかを調べ るために質問項 目を作成 した。アンケ

ー トの回答か ら明 らかにしたいのは、以下の3点 であ

る。ア ンケー トの具体的な質問内容は、付録 に示 した。

()に 該 当す る番号を示す。

(1)大 学の専門科 目に対応す るための 日本語教育をJAD

で行な う必要性 の有無、お よびその内容 についての認

識。具体的 には、a.専門 日本語教育の必要性(2・3)、

b.専 門 日本語教育に対す る現状認識、お よびその内

容(4・5・6・7・8・9)、c.行 うべき専門 日

本語教育の内容 とその判断の根拠(10― ① ・10―②)、

d.お よびその内容に必要な技能の認識(10― ③ ・10

―⑤ ・13・14・15)

(2)大 学の専門科 目に対応す るた めの 日本語教育の

方法に関す る認識。具体的には、a.授 業形態(10―

④)、b.カ リキュラム上の位置づけ(10― ⑥ ・10―

⑦ ・10―⑧ ・10―⑨)

(3)大 学の専門科 目に対応す るための 日本語教育の

実施 に積極的 に参画す る ことへの関心(10― ⑨ ・

12・16)

4、 結 果 と考察

4.1ア ンケー トの回収率

アンケー ト回収率を表1に 示した。現地人の専門

教師からはほとんど回収できなかった。これは、日

本人教師と現地人教師の交流の少なさの端的な表れ

であるように思われる。

4.2必 要性の有無 ・内容についての意識

(1)―a専 門日本語教育の必要性

専門科 目に対応するための日本語教育の必要性に

ついては日本語教師も専門教師も回答者全員が 「必

要だ」と回答 している。

(1)―b専 門日本語教育に対する認識、および内容

現行のJADプ ログラムの中に専門科 目に対応する

ための日本語教育が含まれているかどうかの現状認

識は、 日本語教師と専門教師では異なる。日本語教

師は全員が 「含まれている」 と認識している。その

根拠 として語彙教材、読解教材を挙げ、理系の語彙

が含まれている、 トピックが理系のものであるとい

う2点 を指摘 している。これは、日本語教師の考え

る専門日本語の内容が、主に語彙のレベルに集中し

ていることを示している。一方、専門教師の回答を

表1回 収率()内 は現地人教師



見ると、半分が 「含まれていない」と答えている。

どんな内容を扱えばいいかとい う質問への自由回答

では、 「理工系の専門書特有の表現、言い回し」、 「専

門用語ではなく、難しい 日本語の表現」 という回答が

見られた。表現が十分明確ではないものの、専門教師

は語彙ではなく、さらに大きな単位の表現や、専門の

内容と連動 した日本語を教育内容 として漠然 と想定し

ていることが窺われた。

(1)―c行 うべき専門日本語教育の内容とその判断の

根拠

J佃 の教育内容を充実させるためには、専門目本語

教育でどんな活動を行 うべきかについて尋ねた。結果

を図1に 示す。この質問に対して、両者とも一致して

必要であると判断しているのは、 「レポー トや論文を

書く」、 「レポー トや論文を読む」、 「レポー トや論

文のための情報収集」とい う言語技能中心の活動であ

る。これ らの活動は、言語技能中心で語学活動の延長

線上にあり、文系出身者が殆 どを占める日本語教師に

も想像しやすい活動であることが窺える。

日本語教師の認識が低く、専門教師の認識が高い活

動には、「実験や実習に参加する」「期末試験に解答す

る」がある。これらの活動は、より理系的で実際的な

活動であり、文系出身者にはあまり馴染みがない。文

系とは違い、理系は期末試験の点数ではっきりと成績

が決まる。専門教師は自らの体験から、「期末試験に解

答する」とい う活動を重要視しているのに対 して、日

図1行 うべき専門 日本語教育の内容

本語教師は、これらの活動を自らの体験から想像す

ることが難しいため、重要だとい う実感が薄いので

はないだろうか。

両者 とも個人によって認識が分かれている活動内

容に、「講義を聴く」「ゼ ミに参加する」がある。大

学入学後の必要性を考え、行 うべきだと考えるか、

講義やゼ ミの特徴から日本語教育には向かないと考

えるか、すなわち、必要性と実行可能性のどちらを

重視するかによって判断が分かれたと考えられる。

「行 うべき専門日本語教育の内容」を選択 しても

らった後、何を根拠に必要と判断 したかを尋ねた。

両者に共通 して 「必要」と判断する根拠となったの

は、「大学での必要度が高い」「独学が難しい」であ

った。一方、「必要」と判断しない項 目がある場合に、

それを 「必要」 としない根拠を尋ねたところ、 日本

語教師は 「カリキュラムに組み込むことが難 しい」

「適当な教材をみつけにくい」を挙げている。 日本

語教師は、必要性 よりもまず、授業で行えるかどう

かに意識が向く様子が窺える。その他、日本語教師

の自由回答 として 「JADですでに取 り組んでいる」

「試験解答の技能は作文で対応 している」「日本の大

学で学ぶことができる」という回答もあった。日本

語教師は、専門日本語教育について楽観的に考えて

いることが窺える。

(1)―d専 門 日本語教育に必要な技能

学生に必要な技能についての認識は、日本語教師

と専門教師で大きく異なる。 日本語教師は、語彙、

読解、聴解、会話、文章構成など、言語技能を挙げ

ているのに対し、専門教師は、語学力、忍耐力、論

理的思考力、計画立案 ・実施力、教員に質問するカ、

マネージメン ト能力などを挙げ、より大きな枠組み

で必要技能を捕 らえている。さらに、必要な技能に

ついて、JAD学 生とJAD学 生を受け入れた 日本の大

学の専門の指導教員がどのように考えているか推測

してもらった。これについても日本語教師は、自ら

が想像しやすい論文 ・レポー トの書き方、読解力、

聴解力、語彙、文法、漢字などの言語技能の必要性

を挙げているのに対 し、専門教師は、忍耐力、論理

的思考力、データをもとに現象の原因を推測する力、

議論できる力、分析 し問題解決のために協力できる



言語力などを挙げ、より大きな枠組みで必要技能を

推測 している。日本語教師は、言語の訓練に関心が

集中し、専門の学術活動に参加するために何が必要

かを十分に具体化 して捉えていないようである。

4.3具 体的な方法に関する認識

(2)―a授 業形態

専門日本語教育ではどのような授業形態が必要か、

自由回答の形で尋ねた。これについても両者の認識

は異なる。 日本語教師は 「スピーチ」、 「レポー ト

を書く」、 「精読 ・速読」、 「ディベー ト」など言

語技能中心で行われる授業形態を挙げている。一方、

専門教師は 「グループワーク」、 「あらゆる授業」

などを挙げているが、中には無回答 もあった。

この回答の中で、特に専門教師のみが 「グループワ

ーク」を授業形態として挙げていることが注 目され

る。実験や実習を行 う上で、グループ活動が欠かせ

ないという理工系の実情を踏まえた上での回答だと

考えられる。両者に共通しているのは、日本語教師

も専門教師も、捉え方が大まかで、必要な技能を養

うための授業形態について、具体的なイメージを持

っていないことである。

(2)―bカ リキュラム上の位置づけ

カリキュラムへの対応についても両者の認識は異な

る。 「専門 日本語教育をどの時間に行 うか」 という質

問に対 して、日本語教師の約半数が 「日本語の授業の

一部を専門日本語の授業にあてる」と答えているが、

専門教師は 「日本語 ・専門科 目の授業両方をあてる」

と答えている。 しかし、専門教師の半数以上が 「分か

らない」と回答 し、日本語教師の中でも意見が分かれ

ていることから、両者 とも共通の具体的なイメージは

持っていないようである。 「カ リキュラムへの組み込

み方」について尋ねたところ、 「両者が連携する」 「到

達目標を示す」などとい う回答があったが、圧倒的多

数を占めたのは 「分からない」または無回答で、開始

時期、授業時間数にふれたものはなかった。この結果

から、両者 ともカリキュラムについての認識がなく、

具体的なイメージも持っていないことが窺える。

「専門日本語教育を誰が担当するか」という問に対

しては、 「日本語教師と専門教師が協力する」とい う

答えが圧倒的多数を占める。協力が必要だとい うのは

妥当な認識であろうが、このことは一面、自分が専

門日本語教育実施の主体であるという意識がどちら

にも欠けていることを示 しているように思われる。

4.4参 画への意欲

(3)の専門日本語教育の実施への参画には、両者

とも積極的な姿勢を見せている。専門日本語の教え

方の研修があれば受けたいと全員が回答 した。

4.5ま とめ

以上、専門日本語教育に関する日本語教師と専門

教師の認識について述べた。これらをまとめると以

下のようになる。

①専門日本語の教育の必要性は、日本語教師も専門

教師も認識 している。また、その実施について基本

的には積極的な姿勢を持っている。

②日本語教師 も専門教師も専門日本語教育に対 し

て自分が積極的に関わるものだという意識が低い。

③専門領域での活動内容やそれを支える技能につ

いての認識は、両者で異なる。文系出身者が多い日

本語教師は、自らが経験したことのない理工系の授

業活動を想像できず、理工系の科 目に対応するのに

必要な技能を具体的に把握していない恐れがある。

④専門日本語教育をどう行なうか、活動内容 ・方法

に関して両者 とも具体的なイメージを持たない。両

者 とも関心と意欲はあるものの、具体的な方法につ

いての情報を持たず、日本語教師は 「大学に入れば

何 とかなるだろう」と考え、専門教師はいささかの

危惧を抱きつつも具体的な提案はしていない。

このように、専門日本語教育の教育が進まない背

景には、両者の間の見解に相違があるのではなく、

教育として進めるだけの知識 を持っている教師が

得がたいという事情があることが明らかになった。

専門教師は大学の授業に参画する上で必要な技能

に関してより具体的なイメージを持っているので

あるが、それを教材や授業に反映させるための十分

な知識や経験を持っている者はいない。

現時点では、教師たちに専門日本語教育を進める

基礎となる情報 ・知識が不足している上、教育の質

的向上を図るために協働する体制がなく、それを指

導できる専門家もいないため、漠然とした意欲はあ

っても、それが具体的な努力に結びついていない。



5.お わ りに

今回の調査の結果にもとついて、海外の予備教育機

関で専門日本語教育を行 うために次のことを提案する。

まず、すぐにでも始められることとして、

(1)コース改善のための組織を作って活動すること。日

常業務のための運営会議などとは別に、コース改善の

ために教師が協働する場を設け、それへの参加を職務

の一つと位置付ける。

(2)上の組織で行 う活動の目標を具体的に立てること。

例えば、「専門課程でのニーズ調査」「専門日本語教育

のシラバス開発」などの年度 目標を立てることができ

るだろう。その目標に向けて、各教師の責任を明確に

し、活動内容を企画する。

上の二つによって、現地人教師と日本人教師、また、

日本語教師 と専門教師、短期間勤務する教師 と継続的

に関わる教師など、立場の違 う教師たちが交流と協働

を行 うことが可能になると考える。しかし、大幅な改

善のためには、これだけでは不十分であり、抜本的な

対策が必要だと思われる。

(3)プ ログラム全体で必要性を認識すること。派遣さ

れた教師が現地に行って初めて問題に気づくというこ

とでは、現地の専門日本語教育はなかなか進まない。

プログラムとして、指導できる専門家を派遣するか、

派遣 される教師が事前に問題を認識 し、内容や方法に

関する知識を深めておくことが重要だろう。

筆者自身は、JADに 勤務していた間、専門日本語教

育の必要性を漠然と認識 してはいたが、日々の業務に

追われ具体的な一歩を踏み出す ことができなかった。

少な くとも日々の授業の中で行った ことや、行 うべ

きだった と感 じた り知 りたい と考えた りした ことの

記録 を取 り、教師間で共有す るとい う程度の努力は

できたはずであった。JADに 派遣 された教師は、2,3

年程度で交代す ることが多く、各 自の経験や観察が

蓄積 されていきにくい。 コース改善を教師の業務の

一つ として位置づけ、各 自の努力が継続的に受 け継

がれ るようにす るこ とが必要である。

今回は教師を対象 として調査 したが、今後は、JAD

の留学生、JADの 留学生 を受け入れた専門科 目の指

導教員 の観察や大学の専門科 目に対応す る日本語に

ついても調査 を行 い、海外にお ける専門 日本語教育

の方法改善のために情報提供を行 ってい きたい。

謝辞 今回の調査 に快 く協力 して くだ さったJADの

皆様に心か ら感謝いた します。
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「付 録 」 ア ン ケ ー トの 質 問 項 目

1.JADプ ログラムの目標 は、何だ と思いますか。

2.JADで は、理系専門科 目への対応のための 日本語の訓練 を行

うことが必要だと思いますか。()は い()い いえ

3.2で 「いいえ」 と答 えた方にお聞き します。

必要がない と思 う理 由は何ですか。(複数回答可)

()基 礎の段階です るのは適切ではないか ら

()ま ずは、漢字 ・語彙 ・文法などの知識 をつけることが大切

だか ら

()専 門科 目に対応す る力は、本人の能力や努力によるものだ

か ら

()専 門科 目に対応する力は、専門の授業の中で自然に得るも

のだから

()日 常的 日本語 として教えている文法や語彙や漢字の知識 を

つければ、専門科 目に対応する力 も補 うことができるか ら

()そ の他

4,JADプ ログラムの中に専門科 目への対応のための日本語教育

が含まれていると思いますか。

()は い 〈5へ進んでください〉

()い いえ 〈8へ進 んで ください〉

5.4で 「はい」 と答えた方にお聞きします。「はい」 と答えてく

ださったのは、下の どち らの意味ですか。

①そのための授業や教材があるか ら 〈6へ進んでくだ さい〉

②特別に割 り当て られた授業はないが、通常の授業の中で専門

科 目への対応 が意識 されているか ら 〈7へ進 んで下さい〉

6.5で ① と答 えた方にお聞き します。例えば どうい う授業 ・教

材 ですか。

7.5で ② と答 えた方にお聞 きします。例えば、 どうい う部分が

専門教育への対応になるとお考 えですか。また、そ うい う部

分を扱 う場 合に、特に意識 してい らっしゃることがあ ります

か。それ は、 どんなことですか。

8.4で 「いい え」 と答えた方にお聞きします。

専門科 目への対応 のための 日本語教育では、例えばどんな内容

を扱 えばいい と思いますか。

9.大 学の授業参加 とい うことを主眼 として考 えた とき、そのた

めにJADプ ログラムの中でもう少 し手厚い対応をしてお くこ

とが必要だと考えます か。

()は い 〈10へ〉()い いえ 〈11へ〉

10.9で 「はい」 と答 えた方 にお聞き します。

① 具体的 には どうい う点ですか。(複数回答可)

()講 義に参加す る

()ゼ ミに参加 する

()期 末試験に解答す る

()レ ポー トや論文 を書 く

()実 習や実験に参加す る

()教 科書や論文 などを読む

()レ ポー トや論文のために資料を収集 した り、それから情

報 を収集 したりす る

()そ の他

②その活動 を選ぶ理由は何ですか。(複数回答可)

()独 学が難 しい と思 うか ら

()大 学で最も必要度の高いものだか ら

()適 当な教材 を見つけやすいと思 うか ら

()予 備教育のプ ログラムに組み込む ことが比較的容易 だか ら

()予 備教育の段階で、効果が上が りやすいと期待できるか ら

()そ の他

③その活動をするためには、どんな技能が必要だ と思いますか。

④その技能を養成す るには、 どんな授業活動 をした らいい と思い

ますか。

⑤①で選ばなかった技能 について、その技能 を選 ばない理由は何

ですか。(複数回答可)

()大 学で最 も必要度の低いものだか ら

()独 学で得 ることができると思 うか ら

()適 当な教材を見つけに くい と思 うから

()予 備教育のプログラムに組み込む ことが難 しいから

()予 備教育 の段階で、効果が上が りにくい と予測 できるから

()そ の他

⑥特別 な時間を取 るとした ら、現行のカ リキュラムにどのよ うに

組み込みますか。

()日 本語 の授業の一部 をそれに当てる

()専 門科 目の授業の一部をそれ に当てる

()そ の他

⑦カ リキュラムの組み込み方について、何 かお考 えがあ りますか。

⑧特別な教材や教授法を開発することが必要だと思いますか。

()必 要だ()必 要はない

⑨誰が担 当すればいい と思いますか。

()日 本語教師()専 門科 目の教師()そ の他

11.9で 「いいえ」 と答 えた方にお聞き します。

す る必要がない とお考 えになる理由は何ですか。(複 数回答可)

()予 備教育の担当する部分ではないか ら

()今 のままでも、専門の授業に対応できるか ら

()そ の他

12,専 門につながる 日本語の教え方について研修があった ら、受

けてみたいですか。

()は い()い いえ

13.現 在 のJ鱒 学生は、専門の授業でや っていくために必要 な力

は何だと考 えていると思いますか。

14.現 在 日本に留学 しているJAD学 生が、専門の授業 のために、

予備教育の間にもっと勉強 しておきたかったと考 えているこ

とは何だ と思いますか。

15.JAD修 了生を受け入れた専門の指導教官が、JAD修 了生に対 し

てもっと必要だ と感 じていることは何だ と思いますか。

16.日 本語の授業や教材についての希望や、や ってみたい こと作

ってみたいものがありま した ら書いて ください。


